





































































































の関連性は深い。以後、武者小路は中期の「わしも知らないJ (大3 . 1)や「その妹J (大4 ・ 3) など、
運命と人間との鋭い対立を描いたドラマティックな作品を発表していくのである。
同 第五章 〈初期雑感〉の特質一〈聖典〉としての文芸一















主題、および文芸と演劇の相違を検討する。作品の典拠は、常磐大定『釈迦牟尼伝j (明41 ・ 10) や伊



















































本章では戯曲「人間万歳J (大11 ・ 9) の文芸性、および武者小路文芸の様式を解明し、その世界観や












本章では、小説「第三の隠者の運命J (大11 ・ 10完)の綿密な分析により、その主題および武者小路
の文芸様式における意義を解明する。この作品を一文で表現すれば、愛と信仰による理想的社会再生の
神話である。作品の構成は序、第一部~第六部、結の八つの部分からなり、主人公 Z と、 A、 X、桜子
との関係を主軸とする三つのプロットが複合する特徴がある。まず、 Z-A プロットは、旅人である Z
が、予言に従うことで救世主となってこの国の危機を救い、 A と終生の仲となる展開である。社会、労
働、結束のほかにも、独立自尊、調和、理解、信仰、平和などのモチーフが表現される。次に Z-x プ
ロットは、反対勢力の首領 X が、新たに A 派に加わった旅人 Z を様々な方法で妨害するが、ついに敗
れて回心の結果総死するという展開である。快楽、信仰、死のほかにも、徒党隷属、闘争、感情、自由、
信仰などのモチーフが表現される。最後に Z一桜子プロットは、旅人 Z が桜子への恋慕や葛藤を経て相
思相愛の仲となり、結婚に至るという展開である。恋愛、精神、人生のほかにも、夢、私、自由、感情、
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とする。有島武郎が rrお目出度人」を読みてJ (明44 ・ 4) で指摘した「広汎な同情」の欠如の意味は、
社会性と一般性の二つがあるが、結局「お日出たき人」の独特な思想、そして武者小路の言う「宗教家」
の意味が、有島に理解されることはなかった。また、武者小路が「新しい生活に入る道J (大7 ・ 5) で































てJ (明45 . 1) ではゴッホを含む後期印象派が紹介されるが、その前年末までの聞には、彼の興味の中
心はロダンからゴッホに移っていった。その背景には失恋や絵画論争の影響が考えられる。武者小路は
長文のムンク解説(明45 ・ 4) で、ムンクの芸術的感性や表現技法を、武者小路が理想とする文体を述
べるかのように評価したが、それは彼が全肯定するロダンやゴッホへの評言とは微妙に異なっている。














なっており、第 I 部は全11章、第 E部は 3 章からなる。巻頭には武者小路実篤の文学的活動全体を概括
する序章、末尾には武者小路の表現様式に関する論者の見解を結論的に提示した終章が配されている。
序章「武者小路実篤の世界観とキリスト教」は、武者小路の文学的活動を「初期〈習う〉時代J r前
期〈創る〉時代J r中期〈待つ〉時代J r後期〈祈る〉時代」の 4 期に区分しながら、キリスト教やトル
ストイの影響から出発した武者小路が独自の「宗教的文芸」へと向かう過程を整理しており、本論文全
体の導入部となっている。「第 I 部 作品論」の第 1 章は、第一創作集『荒野』所収の小説、詩や論文
その他の諸テクストをとおして武者小路の思想、世界観を分析し、「調和的上昇志向」としての文芸様
式の形成過程を明らかにしている。第 2 章・第 3 章は小説「お日出たき人」を取り上げ、作者の実人生
的体験が素材として作品化される経緯の検討をとおしてこの小説の虚構性を明らかにした上で、そこに
折り込まれた「自然」の理念に着目することによって、小説の主題を「自然」信仰に基づく悲劇的現実
の超越に見出している。第 4 章「小説「世間知らず」と〈運命)J および感想集『生長J を扱う第 5 章
r<初期雑感〉の特質」においては、「自然J r 自己J r運命J r人類」等の武者小路独自の理念を明らかに
し、その文学世界の根底をなすモチーフの所在を指摘している。第 6 章から 8 章に至る 3 章は戯曲「わ
しも知らないJ rその妹」を取り上げ、劇的様式に託された武者小路の意図およびその意義を解明して
いる。第 9 章は代表作「友情」の分析を行い、テクストを構造化する 3 つのモチーフを腕分けしつつ悲
劇的結末に示される武者小路独自の宗教的世界観を解明している。「人間万歳J r第三の隠者の運命」を
扱う第10 ・ 11章では、「後期〈祈る〉時代」の小説や戯曲に託された武者小路の願いと祈りの内実が明
らかにされている。第 E部「作家論」を構成する 3 章は、「自然」の理念の形成の大きな背景となった
北海道、武者小路の批判者であった有島武郎との関係、「宗教J r人類愛」への希求の実践としての「新
しき村」の問題等、武者小路の思想、と世界観を多様な角度から照射している。
本論文は以上のように「自然J r神J r運命J r宗教J r人類J 等の武者小路独自の理念の内実を明らか
にし、その文学の基底をなす様式的特質を明快に指摘している。近年の武者小路実篤研究はやや停滞の
様相を呈しているが、そうしたなかで本論は、先行論の指摘に適切な軌道修正を施しつつ武者小路文学
の総体の解明を試みた成果として、斯学の発展に寄与するところ大なるものがある。
よって、本論文の提出者は、博士(文学)の学位を授与されるに十分な資格を有するものと認められる。
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